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図1　将来人口推計
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横
浜
の
人
口
を
読
む

《7》
区
別
人
口
動
態
分
析

① 
鶴
見
区　

区
民
は
ど
こ
か
ら
転
入
し
て
い
る
の
か
？ 

 　
　
　
　
　

～ 

隣
接
自
治
体
と
の
連
携
可
能
性
を
考
え
る
～

　
　

テ
ー
マ
を
掲
げ
た
背
景
・

　
　

意
図

政
策
局
に
よ
る
横
浜
市
将
来
人

口
推
計
（
図
１
）
に
よ
る
と
、
横

浜
市
全
体
の
人
口
は
平
成
31
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
の
一
途
を
た
ど
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
鶴
見
区

は
平
成
47
年
で
も
増
加
傾
向
に
あ

る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

直
近
で
も
、
本
市
の
待
機
児
童

対
策
へ
の
期
待
に
よ
る
他
都
市
か

ら
の
流
入
、
鶴
見
区
北
東
部
の
地

域
に
お
け
る
、
工
場
跡
地
等
へ
の

共
同
住
宅
建
設
に
よ
る
局
所
的
な

人
口
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
児
童
数
が
著
し
く

増
加
し
、
適
正
と
さ
れ
る
学
級
数

を
上
回
る
学
校
も
あ
ら
わ
れ
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
小
学

校
や
保
育
園
の
早
期
整
備
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
増
減
は
社
会
イ
ン

フ
ラ
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
児
童

の
安
全
を
保
つ
た
め
の
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
の
整
備
、
利
用
者
の
増
加

に
よ
る
公
共
交
通
機
関
、
幹
線
道

路
の
混
雑
等
へ
の
対
応
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
ま
ち
の
様
相
も

大
幅
に
変
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
転
入
転
出

元
を
始
め
と
す
る
流
入
流
出
人
口

の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
直

近
の
課
題
へ
の
対
応
策
や
、
今
後

に
向
け
た
課
題
を
示
し
た
い
。

❶
行
政
区
別
人
口
動
態

平
成
21
年
か
ら
25
年
の
行
政
区

別
人
口
動
態
（
社
会
増
減
）
を
み

る
と
、
横
ば
い
や
減
少
し
て
い
る

区
が
多
い
中
、
鶴
見
区
は
、
こ
の

５
年
間
で
５
倍
以
上
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同

様
な
傾
向
が
港
北
区
で
も
み
ら
れ

る
。（
図
２
）

❷
鶴
見
区
の
将
来
人
口
推
計

年
齢
３
区
分
別
の
人
口
推
計
値

は
、
15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口

は
横
ば
い
傾
向
、
15
歳
未
満
の
年

少
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
で
65
歳
以
上
の

老
年
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

平
成
22
年
に
18
％
だ
っ
た
高
齢
化

率
が
平
成
47
年
に
は
27
％
を
超
え

鶴
見
区
に
お
い
て
も
超
高
齢
社
会

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。（
横
浜

市
全
体
で
は
30
％
を
超
え
る
推
計

値
と
な
っ
て
い
る
。）（
図
３
）

❸
町
別
の
人
口
増
減

平
成
25
年
の
町
別
の
人
口
増
減

で
は
、
矢
向
地
区
、
江
ケ
崎
地
区

を
中
心
と
す
る
主
に
準
工
業
地
域

か
ら
な
る
町
丁
目
で
人
口
増
加
が

著
し
い
。

鶴
見
区
西
部
の
主
に
第
一
種
住

居
専
用
地
域
か
ら
な
る
町
丁
目
で

は
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
す

で
に
開
発
が
進
ん
で
い
る
地
域
の

た
め
、
新
規
の
着
工
は
あ
る
も
の

の
世
帯
分
離
な
ど
に
よ
る
人
口
減

少
要
因
を
防
ぐ
も
の
と
は
な
っ
て

い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。（
図
４
）

❹
鶴
見
区
人
口
動
態
①

平
成
25
年
中
の
東
京
圏
内
の
地

域
別
に
み
た
転
入
・
転
出
者
数
を

み
る
（
市
内
の
転
居
者
を
除
く
）

と
、
東
京
都
区
部
、
川
崎
市
の
順

に
多
く
、
中
で
も
大
田
区
や
川
崎

区
・
幸
区
な
ど
鶴
見
区
と
近
接
ま

た
は
隣
接
し
て
い
る
地
域
が
上
位

を
占
め
て
お
り
、
一
定
の
生
活
圏

内
で
の
移
動
が
多
く
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。（
図
５
、
口

絵
１
ペ
ー
ジ
）

❺
鶴
見
区
民
の
通
勤
・
通
学
先

鶴
見
区
は
、
区
内
の
工
場
な
ど

就
業
地
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、

区
内
に
通
勤
す
る
人
の
割
合
が
高

い
。
川
崎
市
内
や
大
田
区
や
港
区

を
始
め
と
す
る
特
別
区
部
へ
の
通

勤
通
学
も
多
く
、
京
浜
東
北
線
沿

２　

人
口
動
態
デ
ー
タ
分
析

執
筆川

原
　
宏
美

鶴
見
区
区
政
推
進
課

ま
ち
づ
く
り
調
整
担
当
係
長

霧
生
　
浩
司

鶴
見
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
長

粟
竹
　
史
明

鶴
見
区
課
長
補
佐

（
区
政
推
進
課
地
域
力
推
進
担
当
係
長
）

佐
藤
　
裕
子

鶴
見
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係

出
典
の
記
載
の
な
い
社
会
動
態
デ
ー
タ
は
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
基
づ
く
。
２
０
１
２
年
７
月
以
降
の
外
国
人
の
海
外
か
ら

の
転
入
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
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線
へ
通
勤
・
通
学
す
る
人
達
の
居

住
地
と
な
っ
て
お
り
、
居
住
地
の

移
動
も
こ
の
圏
内
で
行
わ
れ
て
い

る
。（
図
６
）

❻
鶴
見
区
人
口
動
態
②

鶴
見
区
は
、
図
７
に
示
す
通

り
、第
１
ブ
ロ
ッ
ク「
川
の
ま
ち
」

（
鶴
見
川
河
口
域
の
比
較
的
広
い

沖
積
低
地
部
）、
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

「
海
の
ま
ち
」（
東
京
湾
岸
の
埋

立
部
）
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
「
丘
の
ま

ち
」（
末
吉
台
地
に
入
江
川
が
細

か
く
谷
戸
を
刻
ん
だ
丘
陵
部
）
の

大
ま
か
に
３
つ
の
地
域
に
分
け
ら

れ
る
。

近
年
、特
に
第
１
ブ
ロ
ッ
ク（
川

の
ま
ち
）
に
お
い
て
、
社
会
増
加

が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
一
方
で
、

第
２
（
海
の
ま
ち
）、第
３
ブ
ロ
ッ

ク
（
丘
の
ま
ち
）
に
お
い
て
は
、

市
内
他
区
を
中
心
に
流
出
傾
向
に

あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
お
け
る
人

口
動
態
の
二
極
化
が
進
ん
で
い

る
。（
図
８
）

年
齢
別
で
は
未
就
学
児
、
学
齢

期
児
と
②
そ
の
親
世
代
（
20
歳
代

～
30
歳
代
）
の
社
会
増
が
著
し
い

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。（
図
９
）

❼
義
務
教
育
人
口
推
計

平
成
26
年
度
義
務
教
育
人
口
推

計
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）
に
よ

る
と
、
鶴
見
区
で
は
、
平
成
32
年

度
ま
で
児
童
数
は
大
幅
な
増
加
傾

向
に
あ
り
（
図
10
）、
い
く
つ
か

の
小
学
校
で
は
、
学
級
数
が
適
正

と
さ
れ
る
規
模
（
12
～
24
）
を
上

回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

❽
鉄
道
乗
車
人
員
（
一
日
平
均
）

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
（
川
の
ま
ち
）

周
辺
駅
（
京
急
鶴
見
駅
、
Ｊ
Ｒ
尻

手
駅
、
矢
向
駅
）
の
鉄
道
乗
車
人

員
（
一
日
平
均
）
を
み
る
と
い
ず

れ
も
増
加
し
て
い
る
。（
図
11
）
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人
口
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と
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反
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❶
人
口
動
態
か
ら
見
る
増
加
要
因

分
析鶴

見
区
で
は
、
図
５
で
み
る
と

お
り
、
隣
接
す
る
川
崎
市
と
東
京

都
区
部
か
ら
の
転
入
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
章
で
は
、
特
に
川

崎
市
と
隣
接
す
る
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

（
川
の
ま
ち
）
の
状
況
に
焦
点
を

あ
て
て
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
当
該
地
区
が
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
傾
向
と
な
っ
て
い
る
の

か
？
考
え
ら
れ
る
要
因
と
し
て
、

次
の
点
が
想
定
さ
れ
る
。

ア　

工
場
等
の
撤
退
に
伴
う
大
規

模
な
土
地
空
間
の
発
生

同
地
区
の
多
く
は
準
工
業
地
域

と
し
て
用
途
地
域
が
指
定
さ
れ
、

従
来
か
ら
大
小
規
模
の
工
場
が
一

般
住
宅
と
と
も
に
多
く
点
在
す
る

地
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
の

経
済
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
工
場

の
郊
外
移
転
や
廃
業
が
進
み
、
ま

と
ま
っ
た
広
さ
の
空
き
地
が
発
生

し
、
そ
こ
へ
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
や

比
較
的
規
模
の
小
さ
な
一
戸
建
て

住
宅
の
建
設
が
進
ん
で
い
っ
た
。

特
に
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
も

矢
向
地
区
、
江
ケ
崎
地
区
に
は
か

つ
て
旧
国
鉄
新
鶴
見
操
車
場
の
広

大
な
敷
地
が
広
が
っ
て
い
た
。
し

か
し
貨
物
輸
送
の
変
化
に
よ
り
昭

和
59
年
に
廃
止
と
な
り
、
そ
の
後

の
跡
地
利
用
計
画
が
隣
接
の
川
崎

市
を
含
め
て
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

そ
の
後
、
横
浜
市
側
の
跡
地
に

は
新
鶴
見
小
学
校
が
平
成
７
年
に

開
校
す
る
と
と
も
に
、
病
院
や
福

祉
施
設
、
商
業
施
設
、
大
規
模
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

イ　

東
京
方
面
へ
の
良
好
な
ア
ク

セ
ス
環
境

矢
向
地
区
、
江
ケ
崎
地
区
に
は

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
、
京
浜
東
北
線
、

南
武
線
、
横
須
賀
線
、
京
浜
急
行

線
の
各
路
線
が
あ
り
、
最
寄
駅
は

川
崎
、
尻
手
、
矢
向
、
新
川
崎
、

鶴
見
市
場
、
八
丁
畷
の
各
駅
が
点

在
す
る
な
ど
、
鉄
道
の
便
が
非
常

に
豊
富
で
あ
る
。
特
に
（
川
崎
市

域
で
は
あ
る
が
）
横
須
賀
線
新
川

崎
駅
は
、
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
の
増

便
に
と
も
な
い
、
よ
り
鉄
道
の
広

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
み
、
利

便
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
形
の
起
伏
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
駅
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

徒
歩
や
自
転
車
を
用
い
る
こ
と
が

で
き
、
特
に
東
京
方
面
へ
通
勤
す

る
に
は
非
常
に
便
利
な
地
区
で
あ

る
。同

地
区
内
の
物
件
価
格
の
相
場

を
み
る
と
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン

は
３
、０
０
０
万
円
台
後
半
か
ら

４
、０
０
０
万
円
台
前
半
が
中
心

で
、
比
較
的
若
い
子
育
て
世
代
に

も
手
が
届
き
や
す
い
設
定
が
さ
れ

て
い
る
。

ア
及
び
イ
の
要
素
を
基
盤
と
し

て
、
同
地
区
に
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン

や
一
戸
建
て
住
宅
の
建
設
が
進
み

や
す
い
環
境
と
な
っ
て
い
た
こ
と

に
加
え
、
本
市
が
平
成
25
年
に
達

成
し
た
「
保
育
所
待
機
児
童
ゼ

ロ
」
に
向
け
て
の
取
組
が
、「
子

育
て
し
や
す
い
（
し
や
す
そ
う

な
）
鶴
見
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
構
え

た
い
。」
と
願
う
世
帯
を
引
き
付

け
る
要
素
も
見
逃
せ
な
い
の
で
は

な
い
か
。

そ
の
結
果
、「
①
土
地
利
用
の
転

換
→
②
新
築
住
宅
の
増
→
③
子
育

て
世
代
の
集
積
→
再
び
②
へ
」
と

い
っ
た
サ
イ
ク
ル
が
起
こ
り
、
近

年
の
人
口
動
態
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

❷
人
口
急
増
が
与
え
る
地
域
へ
の

影
響急

激
な
人
口
流
入
は
、
イ
ン
フ

ラ
等
の
生
活
環
境
不
足
と
い
う
課

題
を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ
は
過
去

の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
様
々
な

地
域
で
発
生
し
た
課
題
で
は
あ
る

が
、
全
国
的
に
人
口
の
ピ
ー
ク
を

超
え
た
21
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、

今
で
も
当
該
地
区
で
は
ス
ポ
ッ
ト

的
に
過
去
と
類
似
の
課
題
が
生
じ

て
い
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
を
い

く
つ
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ア　

児
童
数
急
増
に
伴
う
影
響

未
就
学
児
、
学
齢
期
児
童
の
急

増
は
、
⑴
地
区
内
の
小
学
校
の
教

室
不
足
、
⑵
保
育
所
や
幼
稚
園

ニ
ー
ズ
の
問
題
、
⑶
学
童
等
放
課

後
の
児
童
の
居
場
所
の
確
保
と

い
っ
た
影
響
を
引
き
起
こ
す
。

児
童
数
増
加
に
伴
う
教
室
数
の

不
足
に
対
し
て
は
、
施
設
の
内
部

改
修
や
仮
設
校
舎
の
設
置
、
増
築

や
新
設
校
の
検
討
等
、
必
要
に
応

じ
て
施
設
整
備
を
行
っ
て
い
る

が
、
学
校
自
体
も
既
成
市
街
地
に

立
地
し
て
お
り
、
新
た
な
敷
地
確

保
は
困
難
な
状
況
と
も
言
え
る
。

一
方
、
中
長
期
的
に
は
、
増
加

は
永
ご
う
に
続
く
も
の
で
は
な

く
、
将
来
的
に
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
現
に
市

内
の
郊
外
エ
リ
ア
で
は
児
童
・
生

徒
数
の
減
少
に
伴
う
学
校
統
合
と

い
っ
た
課
題
が
既
に
生
じ
て
お

り
、
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
以
降
の
活
用
に
向

け
た
視
点
を
持
っ
て
お
く
こ
と
も

必
要
で
あ
ろ
う
。

イ　

勤
労
世
代
の
増
加
に
伴
う
影

響
子
育
て
世
代
の
親
の
増
加
も
、

様
々
な
形
で
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
へ

の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
一
例
と
し
て
交
通
体
系
上
の

課
題
を
取
り
上
げ
る
。

前
記
❶
―
イ
で
も
述
べ
た
と
お

り
交
通
至
便
な
地
区
で
あ
り
、
勤

労
世
代
の
中
心
と
な
る
親
に
と
っ

て
は
、
都
心
方
面
に
通
勤
し
や
す

い
環
境
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
ミ

ク
ロ
の
視
点
で
見
る
と
、
こ
れ
ら

の
層
か
ら
新
た
な
地
域
の
ニ
ー
ズ

が
掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
江
ケ
崎
地
区
か
ら

鉄
道
の
駅
に
向
か
う
方
法
は
、

⑴
Ｊ
Ｒ
南
武
線
の
尻
手
、
矢
向

両
駅
ま
で
徒
歩
10
分
程
度
、
⑵

Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
ま
で
バ
ス
で
15
分

程
度
、
⑶
Ｊ
Ｒ
新
川
崎
駅
ま
で

徒
歩
で
20
分
程
度
、
の
３
つ
が

主
流
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
⑶
に
つ
い
て
、
同
地

区
か
ら
新
川
崎
駅
ま
で
の
バ
ス
路

線
新
設
要
望
の
声
が
高
ま
り
、
町

内
会
が
独
自
に
路
線
に
関
す
る
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、
バ

ス
事
業
者
へ
提
出
す
る
な
ど
の
取

組
を
行
っ
て
い
る
。
事
業
者
側
も

新
た
な
需
要
の
発
生
は
認
識
し
て

い
る
が
、
昨
今
の
バ
ス
運
転
手
不

足
も
あ
い
ま
っ
て
、
直
ち
に
路
線

新
設
等
の
対
応
が
行
わ
れ
る
見
通

し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ
る
。

ウ　

防
災
上
の
影
響
と
課
題

さ
ら
に
、
防
災
上
の
影
響
と
課

題
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

人
口
増
に
よ
る
影
響
は
様
々
見
込

ま
れ
る
が
、
例
え
ば
、
⑴
地
域
防

災
拠
点
の
収
容
力
は
（
物
資
の
備

蓄
を
含
め
）
不
足
し
な
い
の
か
、

⑵
新
住
民
が
増
え
る
こ
と
で
、
元

の
住
民
と
の
間
に
、
い
ざ
と
い
う

と
き
共
助
の
精
神
が
発
揮
で
き
る

の
か
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
こ
の
地
域
特
有
の

課
題
と
し
て
、
最
寄
り
の
広
域
避

難
場
所
ま
で
、
鶴
見
川
の
橋
を
渡

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住
民
の
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35 ■ 特集・横浜の人口を読む

向
け
て
対
応
す
る
に
は
、
区
だ
け

で
な
く
関
係
部
局
が
十
分
連
携

し
、
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
必
須

な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
、
す
べ
て
行
政
主
導
で
取

り
組
む
の
で
は
な
く
、
課
題
に

よ
っ
て
は
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
よ
う
、
区
が
後

方
支
援
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ

う
。
現
に
防
災
面
で
は
、
地
域
独

自
で
災
害
時
の
要
援
護
者
支
援
の

仕
組
み
を
構
築
す
る
な
ど
、
住
民

の
高
い
意
識
に
基
づ
い
た
取
組
が

進
ん
で
い
る
地
区
も
あ
る
。

し
か
し
、
横
浜
市
の
東
端
に
位

置
す
る
鶴
見
区
に
お
い
て
は
、「
横

浜
市
」
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
隣
接
自
治
体
（
川
崎

市
）
と
の
連
携
強
化
と
い
う
発
想

を
、
新
た
に
加
え
て
み
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

前
記
❷
で
述
べ
た
課
題
の
解
決

に
向
け
、
自
治
体
間
連
携
に
よ
る

具
体
的
な
方
向
性
を
提
示
し
て
み

た
い
。

⑴
未
就
学
児
・
児
童
数
急
増
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本

年
10
月
、
高
ま
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ

の
対
策
と
し
て
、
横
浜
市
と
川
崎

市
と
の
間
で
「
待
機
児
童
対
策
に

関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

市
境
の
土
地
を
有
効
活
用
し
た

保
育
所
の
共
同
整
備
、
横
浜
保
育

室
と
川
崎
認
定
保
育
園
の
相
互
利

用
、
保
育
所
確
保
対
策
等
、
本
稿

策
展
開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

❸　

政
策
展
開
に
あ
た
り
必
要
な

発
想
と
は

前
記
❷
に
掲
げ
た
地
域
課
題

は
、
他
の
地
域
や
自
治
体
で
も
起

こ
り
う
る
事
態
で
あ
り
、
解
決
へ

中
か
ら
は
、「
か
え
っ
て
、
地
続

き
の
川
崎
市
の
広
域
避
難
場
所
へ

向
か
っ
た
方
が
、
安
全
で
は
な
い

か
。」と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
口
に
人
口
増
に
よ
る
課
題
と

い
っ
て
も
、
様
々
な
分
野
に
ま
た

が
っ
て
発
生
す
る
こ
と
を
認
識
し

た
う
え
で
、
行
政
機
関
と
し
て
政

で
検
討
し
て
い
る
課
題
に
対
応
す

る
画
期
的
な
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
高
い
効
果
が
期
待
で
き
る
。

将
来
的
に
は
、
学
齢
期
の
児
童

に
対
す
る
施
策
と
し
て
、
市
を
ま

た
い
だ
小
学
校
の
越
境
入
学
、
放

課
後
の
居
場
所
へ
の
受
入
ま
で
踏

み
込
ん
だ
対
策
を
展
開
し
て
は
ど

う
か
。

⑵
交
通
体
系
整
備
の
対
応
と
し

て
、
市
を
ま
た
ぐ
バ
ス
路
線
を
、

両
市
交
通
局
ま
た
は
民
間
バ
ス
会

社
に
よ
っ
て
、
試
験
運
行
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

バ
ス
路
線
の
運
行
に
あ
た
っ
て

は
、
民
間
バ
ス
会
社
の
み
な
ら
ず

公
営
交
通
事
業
者
も
、
採
算
性
の

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ま

ず
は
ニ
ー
ズ
の
高
ま
っ
て
い
る
地

域
（
路
線
）
に
つ
い
て
、
試
験
運

行
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
乗

客
確
保
（
掘
り
起
こ
し
）
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

⑶ 

防
災
面
の
対
応
と
し
て
、

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
地
理
的
条

件
を
踏
ま
え
た
対
策
と
し
て
、
両

市
の
地
域
防
災
拠
点
（
避
難
所
）

を
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
が
相
互
に
利

用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
構
築

で
き
な
い
か
。

ま
た
、
平
常
時
に
は
隣
接
の
自

治
会
町
内
会
等
が
連
携
し
、
防
災

訓
練
の
実
施
や
関
係
構
築
な
ど
に

も
取
り
組
み
、
市
を
ま
た
い
だ
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

自
治
体
間
の
連
携
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
提
供

す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
、
そ
の
自

治
体
住
民
の
税
負
担
の
関
係
を
ど

う
整
理
す
る
か
、
議
論
の
余
地
が

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
横
浜
（
川

崎
）
市
民
が
納
め
る
市
民
税
は
、

横
浜
（
川
崎
）
市
民
へ
提
供
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
ら
れ
る
べ

き
。」
と
い
う
、
地
方
自
治
体
の

根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
の
例
外
と

な
り
、
様
々
な
議
論
が
起
こ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
地
域
に

住
む
住
民
は
、
今
ま
さ
に
、
現
実

と
し
て
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、

我
々
行
政
職
員
が
自
治
体
連
携
の

視
点
を
欠
く
こ
と
は
、「
縦
割
り
」

の
弊
害
と
し
て
、
住
民
か
ら
の
信

頼
感
を
損
ね
て
し
ま
う
お
そ
れ
が

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
は
鶴
見
区
の

み
な
ら
ず
、
他
自
治
体
と
隣
接
す

る
他
区
で
も
共
通
し
て
求
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
か
。

ま
ず
は
、
区
レ
ベ
ル
で
出
来
る

こ
と
と
し
て
、
鶴
見
区
と
隣
接
区

（
川
崎
区
及
び
幸
区
）
と
の
間
で

の
連
携
の
可
能
性
に
着
手
し
て
み

る
こ
と
と
し
、
同
時
に
関
係
区
局

間
で
の
研
究
、
や
が
て
は
市
レ
ベ

ル
で
の
研
究
へ
と
発
展
し
て
い
く

よ
う
、
本
稿
を
関
係
者
へ
の
提
言

と
し
て
筆
を
置
き
た
い
。


